
１．市政アンケート調査の概要

（１） 目 的

（２） 調 査 対 象 者

（３) 調 査 方 法 ①案      内：郵送・メール
②回      答：郵送・インターネット

（４） 調 査 主 体 福岡市　市長室　広聴課

２．第１回調査の概要

（１） 調 査 時 期

（２） 調 査 対 象 者 数

（３） 回 答 者 数 539人

（４） 有 効 回 答 率 85.8％

（５） 調 査 テ ー マ ①「消費生活」について

②「福岡市の屋台」について

③「地域の活動やまちづくり」について

④「再犯防止に関する取組み」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

②任      期：令和8年４月3日から令和9年３月３１日まで

令和８年度  市政アンケート調査
第2回結果報告(概要版)

①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６３６人（就任時）

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                承諾を得て依頼

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ
中に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

令和8年6月２5日から7月9日まで

６28人



①「消費生活」について（Ｎ＝539）

 ≪トラブル回避を心がけている割合≫  ≪消費生活センターの認知度≫

 ≪クーリング・オフができる条件※
の認知度≫  ≪エシカル消費

※
を心がけている割合≫

知っていた

53.4%

知らなかった

46.6%

心がけている

39.7%

どちらかと

いえば心が

けている

49.5%

どちらかといえば

心がけていない

7.4%

心がけていない

3.0%
無回答

0.4%

名前も相談窓口があるこ

とも知っていた

73.1%

名前は知っていたが、相

談窓口があることは知ら

なかった

19.9%

知らなかった

7.1%

※ クーリング・オフは一定期間であれば、消費者が一方的に

無条件で契約を解除できる制度ですが、利用できる取引は法

律で定められています。店舗や通信販売で購入・利用契約をし

た場合は、クーリング・オフができません。

心がけている

12.8%

どちらかといえば

心がけている

45.1%

どちらかといえば

心がけていない

29.7%

心がけていない

12.4%

※ 地産地消、食品ロスの削減、被災地の復興支援の商品、

フェアトレード商品の購入など、人や社会、環境に配慮した消

費行動を「エシカル消費」と言います。

『心がけている』

89.2%

『心がけている』

57.9%

消費生活のトラブル回避を『心がけている』と回答した方は89.2％でした。

また、消費生活センターの「名前も相談窓口があることも知っていた」と回答した方は73.1％でした。

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『そう思う』＝「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」



②「福岡市の屋台」について（N=539）

≪屋台に持つイメージ≫ 

≪屋台の良いと思うところ≫

良いイメージ

18.6%

どちらかといえば

良いイメージ

55.7%

どちらかといえば悪い

イメージ

15.8%

悪いイメージ

2.2%

わからない

7.8%

『良いイメージ』

74.3%

72.9

69.2

33.6

31.4

25.2

23.6

20.2

0.7

2.8

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福岡（博多）らしさがある

観光客に人気があり、観光で貢献している

屋台のある景観が良い

知らないもの同士で気軽にコミュニケーションができる

庶民的で気軽に利用できる

夜遅くまで営業していて便利

都市部の便利な場所にある

その他

特に良い面はない

わからない 複数回答

「福岡（博多）らしさがある」と回答した方が72.9%と最も多く、次いで「観光客に人気があり、観光で貢献して

いる」と回答した方が69.2%となりました。



③「地域の活動やまちづくり」について（N=539）

≪過去１年間の住民活動の参加回数≫ ≪参加した活動の分野≫　(n=218)

≪地域活動は大切だと思うか≫ ≪地域活動のうち、大切だと思う分野≫

　(n=464)

『年に１回以上』と回答した方は40.3％とな

りました。

53.9

49.4

43.3

37.9

25.6

24.1

18.5

14.7

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災、防犯、交通安全

子育て支援、

青少年の健全育成

高齢者・障がい者支援

ごみ減量・リサイクル、

環境美化

住民同士の交流

健康づくり

スポーツ・レクリエーション

文化活動・生涯学習

人権、男女共同参画 回答は３つまで

『そう思う』と回答した方は86.1％とな

りました。

47.2

31.2

30.3

19.3

16.5

15.1

14.2

13.3

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみ減量・リサイクル、

環境美化

スポーツ・レクリエーション

住民同士の交流

防災、防犯、交通安全

文化活動・生涯学習

健康づくり

子育て支援、

青少年の健全育成

高齢者・障がい者支援

人権、男女共同参画 複数回答

週に１回以上

3.3%

月に１回程度

8.3%

年に数回程度

18.9%

年に１回

9.8%

全く参加

しなかった

59.4%

無回答

0.2%

そう思う

34.0%

どちらかといえば

そう思う

52.1%

どちらかといえば

そう思わない

6.1%

そう思わない

2.4%

わからない

5.0%

無回答

0.4%

『そう思う』

86.1%

『年に1回以上』

40.3%



≪自治会・町内会の加入状況≫ 

≪自治会・町内会は必要だと思うか≫

≪自治会・町内会が必要だと思う理由≫　（n=379）

56.7

51.5

48.3

46.4

18.7

15.0

12.9

12.9

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害など、いざという時に、

地域でのつながりや支え合いが大切だから

清掃など、良好な生活環境を維持できるから

住民同士が交流し、顔見知りになれるから

防犯灯の設置など、地域の安全を守るための活動を行っているから

回覧板などで、住民が地域情報や生活情報を

共有することができるから

住民が地域のことを話し合い、決定する場だから

住民が楽しめる催しなどができるから

これからの地域のことを考えていく場だから

住民を代表して、行政など、外部の団体と

協議することができる組織だから
回答は３つまで

そう思う

26.2%

どちらかといえば

そう思う

44.2%

どちらかといえば

そう思わない

13.0%

そう思わない

7.2%

わからない

9.1%

無回答

0.4%

『そう思う』と回答した方は

70.4％となりました。

加入している

65.7%

加入していない

19.9%

わからない

14.3%

無回答

0.2%

『そう思う』

70.4%



④「再犯防止に関する取り組み」について（N=539）

≪「社会を明るくする運動
※
」の認知度≫ ≪「社会を明るくする運動の認知経路≫

　（n=122）

≪再犯防止のために、福岡市が今後力を入れるべきこと≫

言葉も、内容も知っている

4.1%

言葉は知っているが、

内容は知らない

18.6%

言葉も、内容も知らない

76.8%

無回答

0.6%
50.8

40.2

19.7

15.6

9.0

9.0

4.9

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ポスターやチラシ

テレビや新聞

インターネット広告、

ホームページ、SNS等

街頭や屋内での呼びかけ、広報グッ

ズ配布、大型モニターでの動画

家族や友人、知人

学校や職場

イベントやシンポジウム

への参加

その他 複数回答

52.1

42.5

36.7

31.7

25.6

25.0

10.2

7.1

5.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪をした人たちなどに対し、被害者の置かれた状況や

心情を理解させる取り組み

犯罪をした人たちへの就労支援につながる取り組み

再犯防止についての理解を深めるための広報・啓発活動

犯罪をした人たちや被害者などへの理解に関する学校教育

犯罪をした人たちへの支援につながる窓口などの周知

地域ぐるみの再犯防止に向けた取り組みの支援

犯罪をした人たちへの住宅確保支援

犯罪をした人たちへの保健医療・福祉制度の利用促進

その他

特にない 回答は３つまで

『言葉を知っている』

22.7%

※ 「社会を明るくする運動」とは

すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わ

せ、新たな被害者も加害者も生まない安全で安心な明るい地域社会を築くための全国的な運動のことです。

「犯罪をした人たちなどに対し、被害者の置かれた状況や心情を理解させる取り組み」と回答した方が

52.1%と最も多く、次いで「犯罪をした人たちへの就労支援につながる取り組み」と回答した方が42.5%と

なりました。
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